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1訂正理論については，他に B.H. Jernudd and E. Thuan (1983）に詳しい．
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ィブスピ｝カ｝としてメルボノレンに住む50代と 20代の日本人男性 (Jl,J2）を 1名ずつ選んだス
そしてその中からオ｝ストラリア人2名，日本人2名の4人の組合せを 1組（Al,A2, Jl, J2), 
オーストラリア人1名，日本人1名の組合せを 2組（Al,Jl及び Al,J2），さらに日本人間士の
組合せを 1組 (Jl,J2）作り（表1),20分から 30分程度の短い会話をしてもらった．この会話の
模様は録音，録画され，さらに調査者が，この会話のすべての場面を観察した．会話終了後，録
音内容を文字化し，ついで、参加者の接触場面で、の敬語訂正行動の意識を調べるため，全員にブオ











J 1,J 2 



































ネウストプニ－ (1983: 63-64）によって引き出された，五つの敬語回避のストラテジ－ (l～S) 
と，（6～8）の新たな回避ストラテジ」が確認された．
1. 敬語の集中度が高い述部を避けると，敬語の一部が回避できる（S例）










(1) Jl : （教会の人と親しくさせていただいて，）
→教会の方と親しくさせてもらって












































































A J2 to Jl：牧師さんの，そのF ゆっくり苦苦してくださるでしょ (Jl：えー ，え｝）
B Jl to J2：それから， 10時， 1時まで，もう，いろいろね，勉，あの研究っていう
かね (J2：はい），仕事される先生もいらっしゃる．．．
（接触場面 3 参加者： J2,Al) 
A J2 to Al: ．．．こういった先生にはあまり・（Al：会ってない．）会つてなかったな
という感じがしましたね．







I A I B 
敬語動詞の用例 I I I I 
I J1 I J2 I J1 I J2 
～てくださる 1 
～される 1 2 
～ていただく 1 1 1 
～ていらっしゃる 1 1 
お ～する 1 1 
おっしゃる 1 1 
A：内的場前 B：接触場面1～3









参加者 IJ 1 I J 2 I A 1 I A2 l計
発話回数｜ 73 I 12 I s2 I 60 I 197 







































(2）で， Alは「ご勉強」にするか，「お勉強J にするか迷ったが， J2に対しては，やや丁寧す
ぎる表現であることと，一度使ってしまうと，いつもモニタ｝しなければならないと判断し，意
識的に敬語を含む述部を回避したと報告している．
（接触場面 1 参加者： Jl,J2, Al, AZ) 













（接触場面 1 参加者： Jl,J2, Al, AZ) 























とばの規範になり，化石化（fossilization）してしまう場合もありうる（Selinker, 1972 ; Little幽
wood, 19848; Ellis, 1988）.こうした化石化の予防，または一度化石化されたものを解く（脱化石
化）（ネウストプニ〕， 1982b）ためには， より自然な回避モデソレを提示し，同時に接触場面で効
7筒縮化（simpli五cation）については， Rivers(1983）などに詳しい．
8 Littlewood (1984）は，外国語学習者のエラ｝を，学習段階によって消えていく，「一時的ヱラ－ (tran-






































B 4種類 NNT-L, L-L （接触場面） V-L, NNT”V 
C 4種類 NNT-L, L同L （接触場面） NTA同L,NNT同NTA
D 7種類 NNT-L, L-L （接触場面） V闇L,NTA-L, NNT輔V,NNT”NTA
（内的場面） NTA岡V
A: 伝統的教室場面でのインター アクション
B: ピジター を教室場面に導入した場合のインター アクション
C: ネー ティブスピー カー のティー チング・アシスタントを教室場面に導入した場合のインター アクション
口： ピジター 及びネー ティプスビー カー のティー チング・アシスタントを教室場面に導入した場合のインター アクション
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